
【本所：地域第一係】

課題番号２

新規参入者に対する営農支援

～ 新規参入ロールモデル育成 ～

対象：令和の開拓の会 ４戸

１ 活動の背景

２ 活動の経過

岩見沢市・三笠市では近年、施設野菜、露地野菜を中心とした新規参入希望
者の受け入れを行っており、新規参入者が地域に定着することが期待されてい
る。令和４年、普及センターが主体となり、新規参入者が農業技術の学習や互
いに協力できるようにと「令和の開拓の会」を設立し、経営の安定に対する支
援を行っている

〔推進事項 就農に向けた営農支援〕
対象者：令和６年新規参入３名 令和５年新規参入者１名

 意見交換で対象者のニーズを把握し（土づくり、堆肥づくり）研修会を開催
した。

 栽培技術が向上するように、定期巡回を行った。
 活動を通じて新たな取り組みが始まった（堆肥づくり、農業体験受け入れ）

ため、それに対して支援した。
表１ 活動内容

ブロフ理論研修 堆肥づくり研修 会員宅訪問

 時　　期 回　数 人　数

 ４～３月 41 41

 ４～10月 5 20

     ５月 1 10

     ５月 1 10

     10月 1 12

     10月 1 12

     11月 2 8

 ４～３月 5 20

 農業体験受け入れ研修会（都市と農村交流）

 堆肥づくり支援

 意見交換会・講習会

  　　　内　　　　　　　　　　　　　容

 栽培技術・営農計画に関する要請対応

 関係機関との定期巡回

 会員宅訪問による就農状況の意見交換

 土づくり研修会（ブロフ理論）指導農業士床岡ほ場

 堆肥づくり研修会（有機実践）峯農産ほ場



３ 成果の具体的内容

４ 今後の課題と対応

・さらなる所得向上のための技術支援
・新たに新規参入した２戸も含め支援する。
・堆肥づくりの支援を行う。

関係機関による支援方法の協議

〔目標事項〕営農計画所得目標の達成農家戸数
普及対象４戸 (目標４戸→実績２戸)  到達度合：５０％

①目標とする所得に達したのは、４戸中２戸であった
就農２年目のA氏は、目標収量まで到達しなかったが、前年と比べ収量は向上

した。１年目にトマトの支柱が倒れることによって、低収となったが、２年目
は支柱立ての改善と土づくりにより、生育は良好であった。定植本数が少なっ
たのが、目標収量に至らなかった原因である。

B氏は、ミニトマトとサツマイモ、落花生を作付けしているが、どの作物も目
標収量を達成した。自宅を改造して古民家カフェを開業しており、自家野菜を
利用したピザ、サツマイモスイーツなどを販売しており、多くの来客者がいる。
普及センターと相談をしながら野菜の管理をしたこと、カフェの商品化はこの
会のメンバーが相談相手となったことが成果につながった。

C氏は直売のスイートコーンが虫害により目標収量に達成しなかった。しかし、
直売の来客者は多く、次年度以降も販路面で期待できる。大豆は目標収量を到
達し、加工トマトは目標に達しなかったが、トマトの低収要因は判明しており、
次年度の対策はできている。

D氏は、定植時のトラブルで枯死する株が多く心配されたが、その後、普及セ
ンターの技術支援で生育中盤から収量は回復した。かぼちゃ、花きについては
労力不足により収量は低かった。
②研修会をきっかけにし、全戸が堆肥づくりを始めた。
③労力確保のため、２戸が農業体験の受け入れを決めた。

表２ 営農実績

農業体験研修会

関係機関も集まり今後の支

援方法について協議中です

主要品目の収量kg/10a

R６目標 R６実績

A 75% ミニトマト 3000 2300

B 115% ミニトマト 3000 3900

C 50% Sコーン 600 400

D 105% ミニトマト 2700 2800

所得目標
達成率

主要品目


